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１．はじめに 

 本研究では，2019 年 10 月に発生した台風 19 号による千曲川の破堤による浸水を対象とする．ここでは，

様々な情報をもとに計算条件を検討し再現計算を行う．また，本研究の解析結果を実績値と比較することでモ

デルの妥当性評価を行うとともに，浸水の様子を明らかにすることを目的とする． 

２．千曲川流域と被害状況  

 千曲川は長野県を流れる一級河川であり，下流部に位置する中野市立ヶ花から飯山市の区間で狭窄部となっ

ている．狭窄部は流下能力が低下するため，治水上，大きな課題である．今回の台風 19 号において，千曲川

左岸 57.5k 付近の堤防が約 70mにわたり決壊し大きな被害をもたらした． 

対象地域では，1 時ごろから越水による氾濫が生じ，西側に約 1km離れた国道 18 号線にかけて浸水が生じ

始め，その後堤防が決壊し，浸水域が大きく拡がった．7 時ごろには新幹線の路線を超えて拡がり，最終的に

約 950ha の浸水域，最大浸水深 4.3mに及ぶ被害が生じ，多くのりんご畑，家屋が浸水し人的被害が生じたほ

か，交通にも被害が生じた． 

３．境界条件の推定 1) 

 本研究では，危機管理型水位計の水位情報，ライ

ブカメラの記録，千曲川堤防調査委員会の資料や各

報道機関等の情報をもとに境界条件を推定した． 

 千曲川左岸 57.4k 地点の危機管理型水位計が設置

されており，図-1 に示すように 13日 3 時過ぎ時点ま

での水位情報が得られた．また，千曲川左岸 58k 地

点に設置されたライブカメラより 13 日 2 時 15 分頃

に越水が確認された．しかし，これ以降の堤防の様

子はライブカメラの倒壊により記録されておらず，

明確な破堤の時間が不明である．本計算では，破堤

地点付近の住民の 13日 4時過ぎに大きな音がしたと

いう証言からこの時間に破堤したと仮定し，破堤地

点の越水開始時間を 13 日 0 時 50 分頃，破堤時間を

同日 4 時過ぎ頃と推測した．実際に，破堤の確認が

されたのは 13 日 5 時 30 分頃であり，これ以降，各

報道機関で流入の様子が報じられた．これらの報道

から，少なくとも正午までは流入が継続しているこ

とがわかった．破堤後は堤防高約 5mを考慮し，破堤

時の水深を 5.8mと仮定し，破堤地点下流の立ヶ花観測所の水位情報をもとに，水位ピーク時(4 時頃)から 5.8m

低下した 15 時まで流入が継続していたと考えた．本研究の越流・破堤箇所の水深境界条件を図-2 に示す． 
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図-1 千曲川左岸 57.4k危機管理型水位計 1) 

図-2 境界条件 
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 また，本研究では，浅川第三排水機場のポンプおよび浅川樋門

における排水を考慮した．長野県提供資料によると，13 日 9 時過

ぎに浅川第三排水機場(14m³/s)が運転開始し，浅川の水位が上昇

し排水機場の浸水が懸念されたため，同日 9 時 45 分に運転停止

した．その後，千曲川から浅川への逆流が生じない同日 10 時 23

分に浅川樋門が開放された．この情報をもとに排水条件を決定し

た．浅川樋門は計 5 台あり，一つの大きさは幅 5.8m，高さ 6.1m

である．開放は瞬時に行われるものとし，越流流量算定には千曲

川の水位を考慮せず，樋門箇所の浸水深が樋門の高さを超える場

合はオリフィスの式で，超えない場合は越流公式を用いた． 

４．氾濫流の計算方法 

地表面氾濫流にデカルト座標の平面二次元不定流モデルを用

いた．計算時間は 10 月 13 日 0 時から同日 23時までの 23 時間と

し，計算格子は 10m，アンダーパス，排水路を考慮した． 

５．計算結果および考察  

解析結果と二瓶らの現地観測値 2)を比較し，妥当性評価を行っ

た．図-3 に本研究における最大浸水深，図-4 に解析値と実測値の

関係を示す．ここから，解析値と実測値に大きな差を示した地点

があった．該当地点は，破堤地点付近であり実際には地盤の浸食

があったが，本解析では考慮していないため大きな差を示したと

考えられる．その他の地点では大まかに一致しており，本解析モ

デルの妥当性が示された． 

また，図-5に排水を考慮した場合における浸水深の時間変化を

示す．ポンプのみの排水が行わ

れている13日10時頃の浸水域

と排水開始約 2 時間 30 分後と

なる 15 時を比較すると浸水深

が大きく低下していることが

わかる．また，排水開始約 12

時間30分後である23時におい

ては，浸水深が 3m以上の地点

が陸域においてなくなってい

ることから，ポンプによる排水

効果よりゲートによる排水効果が支配的であることが示された． 

６．おわりに  

本研究において，令和元年台風 19 号により生じた長野県千曲川破堤による浸水過程が想定された．加えて，

実測値と解析値の比較から解析モデルの妥当性が示された．排水に関してゲートの影響が大きいことから，排

水時のゲート操作が重要であることが示唆された．今後は浸水と被害との関係について考察を深めたい． 
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図-4 実測値と計算値の比較 

図-5 時間ごとの浸水深(排水考慮) 

図-3 最大浸水深 
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